
私の散歩道② 神奈川の景勝５０選弘法山 
 

日 時：２０２０年４月７日（火） 天候：晴 約１９．５㎞ 歩数３０７４２歩 健脚ＬＶ１ 

コース：小田急秦野駅（１０時５０分）→浅間山→権現山（２４３．３ｍ）→弘法山（２３５ｍ）（昼食）→

吾妻山→鶴巻温泉駅→（１７時３０分）平塚駅 

参加者：市村 

 

 ４月７日、神奈川の景勝５０選の弘法山（弘法山公園）を歩いて来ました。神奈川ウォーキングクラブで

４月８日に予定していて中止にした「尾根道を歩き桜の弘法山へ」のコースです。 

弘法山は、神奈川の花の名所１００選でもあり桜の名所です。浅間山北側の斜面は満開、権現山から弘法

山の尾根道は桜吹雪を楽しんで来ました。 

３つの「密」（密閉空間、密集場所、密接会話）を避けて、交通機関を使わずに歩こうとも思いましたが、

私の脚力と時間的にも無理があるので小田急秦野駅までは電車を利用しました。秦野駅を１０時５０分スタ

ート、浅間山～権現山～弘法山（標高２３５ｍ）～吾妻山～鶴巻温泉駅、「私の散歩道  神奈川の景勝５０選

弘法山」を楽しみ、平塚駅までウォーキング。３万７４２歩、１９．５㎞でした。 

帰宅して夕食。テレビで「新型コロナウイルスの感染拡大に備える改正特別措置法（新型コロナ特措法）

に基づく緊急事態宣言が出された」との放映がされました。対象は神奈川を含む７都府県で５月６日まで。

神奈川県は「外出自粛を強く要請するとともに、テレワークや時差出勤などを促す措置」を決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３つの「密」を避けて平塚駅～小田原駅～秦野駅 秦野盆地湧水群 

自宅を出て平塚駅へ、この日は普段と変わらないように人が歩いていました。平塚駅から東海道線下り電

車の空いている８両目に、乗客は私を含めて３人、「換気をしています」のアナウンス。小田原駅改札、いつ

もより人出少ない感じです。小田急線の急行電車の後ろから２両目のドア付近に、乗客は私を含めて３人、

窓の上部は空いています。新松田駅で２人乗車、秦野駅で私含めて２人下車して５人乗車。駅のトイレには

石鹸水が設置されていました。構内は閑散。 

駅前広場には「名水百選」のモニュメントがあり、「緑豊かな丹沢山地が育んだ秦野盆地湧水群の地下水

を汲み上げています」と書かれています。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



秦野駅～水無川～ストレッチ～弘法の清水～弘法山公園入口 

 駅前を流れる水無川のまほろば大橋へ、７～８ｍはあるかと思われる時計塔があります。左岸のハイキン

グコースへ下りてストレッチです。年配の男性がベンチで缶酎ハイを飲んでいて「どこから来たの」と話し

かけてきて、二言三言会話。この日のウォーキング中、会話した人はこの一度だけでした。 

 いったん川を離れて「弘法の清水」を見に行きました。かなりの湧水量、水の流れ落ちる音が心地良いで

す。再び水無川に戻り、金目川の弘法橋を渡ると弘法山公園入口です。ここで水分補給をして衣類調整、ジ

ャケットを脱ぎマスクを外します。弘法山山頂までは１．７㎞、鶴巻温泉駅までは５．６㎞です。 

   

   

   

  

 



弘法山公園入口～九十九折りの木段急登～浅間山～北側斜面は桜満開 

 １１時３５分、弘法山公園入口スタートです。いきなりの九十九折りの木段急登、このコース最大の斜度

かと思います。汗がにじんできます。前を年配女性ハイカー１人。桜が見えてきて１１時５３分、浅間山山

頂到着。北側斜面の桜は満開、マイカーで来た人がシートを敷いて花見を楽しんでいました。 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



浅間山～この日最高峰の権現山（２４３．３ｍ） ３６０度のパノラマ 

 浅間山から少し下って車道へ出ます。ここからゆるやかな木段道を上り１２時８分、この日の最高峰権現

山（標高２４３．３ｍ）の広い山頂へ到着。関東ふれあいの道神奈川１５番のコースの一部です。２０１４

年９月２７日、南平橋バス停をスタートしてここに上って、めんようの里経由で蓑毛バス停まで歩きました。 

 六角屋根の展望台へ登ります。３６０度のパノラマです。写真は、南の湘南平、西は左から明神ヶ岳、金

時山、矢倉岳、手前は秦野市街地。権現山は関東の富士見百景に選ばれていますが、この日は富士山を見る

ことができませんでした。北方面は大山です。 

   

   

   

  

 



権現山～桜のトンネル＆ツツジ～桜吹雪の馬場道～弘法山（２３５ｍ） 

 権現山から桜のトンネルを少し下ります。ツツジの花が鮮やかです。昔周辺の農民が草競馬を楽しんだと

いう馬場道へ出ます。平坦な尾根道が弘法山の手前まで続き、両側は見事な桜並木、桜吹雪の中を「新型コ

ロナウイルス感染がなければ、ＫＷＣの仲間と一緒に歩けたのに」と思いながら歩きました。老木の満開の

桜と幹から直接咲いている花を写真におさめました。 

 尾根道を左に進むと大山の蓑毛方面へのコースです。今回は右前方の弘法山山頂を目指します。少し上っ

て１２時３５分、標高２３５ｍの弘法山到着です。 

   

   

  

   

 



弘法山山頂 釈迦堂 時の鐘 乳の井戸 シャガ＆ヤマブキの花 

 弘法山は、弘法大師が山頂で修行したことから名づけられたと伝えられています。釈迦堂には弘法大師が

祭られています。鐘楼は、時の鐘として江戸時代から１９５６年まで秦野周辺地域の人々に親しまれてきま

した。鐘楼の前には、「この井戸の水を飲むと乳がよく出る」と言われる乳の井戸があります。  

 昼食は一番外れのテーブル席で。ここは関東ふれあいの道神奈川９番のコースの一部です。２０１４年１

月１１日、南平橋バス停をスタートしてここに上って、善波峠～吾妻山経由で坪ノ内バス停まで歩きました。 

 山頂下り口道標のところ、左のシャガの花と右のヤマブキの花が競い合うように咲いていました。 

   

   

   

  

 



弘法山～ヤマブキの群生～クヌギとヒノキの平坦な尾根道～吾妻山 

 弘法山からの下り道を２００ｍほど歩いたところにヤマブキが群生していて、傍らにスミレの花も咲いて

いました。少し歩くと分岐があり、左へ行くと関東ふれあいの道、右へ進みます。クヌギとヒノキの平坦な

尾根道が続きます。１３時５０分、吾妻山到着、右前方の湘南平が随分近くに見えるようになりました。  

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



吾妻山下山開始～分岐～車道～弘法の里湯休館～鶴巻温泉駅 

 水分補給をして吾妻山から下山開始です。尾根道を下って行って１０分、坪ノ内バス停方面との分岐です。

古い石柱の道標もありました。写真を撮っていると７～８人の大学生が追い抜いて行きました。  

 少し下ると車道に出て東名高速道路の下を通りぬけると住宅街へ、庭先の桜は散り始めています。弘法の

里湯前に「新型コロナウイルス感染防止のため、４月１４日（火）まで臨時休館致します」と貼り紙がされ

ていました。 

 １４時１５分、鶴巻温泉駅に到着です。ここまで１万３３７４歩、約７．５㎞。 

   

   

   

  

 



鶴巻温泉駅～鶴巻の大けやき～田園地帯～渋田川の桜～平塚駅 

 マスクを着用、鶴巻温泉駅周辺を少し散策して１４時３０分、平塚駅をめざします。駅から数分のところ

の「鶴巻の大けやき」を見学、樹高３０ｍ、胸高周囲１０ｍ、樹齢約６００年、写真に収まりません。秦野

市立おおね公園前を通ります。大勢の人が散策などを楽しんでいました。平塚市に入り、長閑な田園地帯を

東へ進み県道６１号線の伊勢原平塚道路に出て南下、渋田川の満開の桜を見て平塚市街へ。１６時３０分に

中原商店街へ、ここからはさすがに人を見かけるようになりました。追分交差点を経て横浜ゴム工場前、仕

事を終えた社員が退社して出てきました。１７時３０分、平塚駅到着。鶴巻駅からは歩きながらの水分補給

で休憩なしの３時間。総歩数は３万７４２歩、約１９．５㎞を歩きました。 

   

   

   

   

 新型コロナウイルス感染拡大が深刻な状況です。誰が感染しているのか分からず疑心暗鬼、検査体制を充

実して欲しいです。人口１０万人当たりのＩＣＵベッド数が、日本はイタリヤの半分以下、医療崩壊怖いで

す。一刻も早い新型コロナウイルス感染の終息を！                 （いちむら記） 


